
札幌気象業務１５０周年式典 北海道大学総長 祝辞 

 

 

札幌気象業務 150 周年記念式典のご挙行を、心よりお祝い申し上げます。 

明治 9 年に始まった札幌の気象業務が、本年 150 周年という大きな節目を迎え

られましたことを、心よりお慶び申し上げます。また、長年にわたり北海道の安

全・安心な暮らしを支えてこられた札幌管区気象台をはじめ、気象業務に携わる

皆様のご尽力に深く敬意を表します。 

北海道大学は、その前身である札幌農学校の時代から、多様な歴史と文化に支

えられてきた北海道の自然環境と向き合いながら、教育・研究に取り組んでまい

りました。 

札幌における気象観測は、札幌農学校の教師であったウイリアム・ホイーラー

によって始められ、本年 150 周年を迎えました。 

また、本学も前身である札幌農学校の創設から 150 年を迎え、ともに大きな節

目の年を迎えております。北海道の持続的な発展と人々の暮らしを支えるという

共通の使命のもと、北海道の気象業務と北海道大学は、ともに歴史を刻んでまい

りました。 

気象業務を支える観測データは、多様な学術研究を支える重要な基盤となって

おります。また、自然科学や工学の分野で生み出される研究成果は、気象予報技

術の向上や防災・減災対策の高度化に活用されております。 

このように、学術と実務は相互に支え合いながら、社会の発展と安全の確保に貢

献してまいりました。 

近年、気候変動への対応は世界共通の喫緊の課題となっております。その解決

に向けては、行政機関、研究機関、産業界、そして地域社会が連携しながら知見

を積み重ねていくことが不可欠であり、それを担う人材の育成もますます重要と

なっております。 

北海道大学におきましても、今後とも教育・研究を通じて地域社会と世界の持

続的な発展に貢献するとともに、札幌管区気象台をはじめとする関係機関との連

携を一層深め、安全・安心で持続可能な社会の実現に寄与してまいります。 

結びに、札幌気象業務 150 周年を心からお祝い申し上げますとともに、札幌管

区気象台並びに関係者の皆様のますますのご発展とご活躍を祈念申し上げ、祝辞

といたします。 

 

 

令和８年９月１日        

北海道大学総長 寳金 清博 


